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o.は じめ に

中国語母語話者だけで作成 された教科書 を見て気づ くことは,各 文の文法,語

彙には誤用がないよう慎重に注意が払われている一方で,配 慮表現(注1)や談話の

展 開には誤用や不適切 な例が 目立つ点である。ここにおいて,中 国語母語話者の

考 える日本語の配慮表現や中国語話者の配慮 に関する論理や発想 をこうした教科

書が反映 していると予測 される。(注2)

小稿 は,中 国語母語話者である日本語研究者が作成 した日本語教科書の会話文

等 から,「 文法的に非文ではないが配慮 を欠いた不適切な表現」 を取 り上げ,そ

の分析 を通 して,中 国語母語話者か ら見た日本語の配慮表現 とはどのようなもの

か,日 中の違いはどこにあるか,さ らに日本語の配慮表現の特徴 とは何か,そ の

一端を考察するものである。

1.分 析 する教科書について

今 回は上海地域 を中心 によく使 われている大学生 日本語専攻学生用精読教科書

『新編 日語』(全4冊 。(注3))よ り,初 級 と中級前半 レベルの第1,2冊 をとりあ

げる。第3,4冊 は日本で出版 された日本語教科書あるいは国語教科書 に掲載 さ

れた教材がそのままの形で使われているものが多いため,今 回の分析 の対象から

ははずす。

小稿 は 『新編 日語』の不適切 な例 を中心に取 り上げるが,こ れは 『新編 日語』

自体の価値 を財めるものではな く,ま た筆者にもそのような意図は全 くないこと

をおことわ りしておきたい。
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2.日 本語 の配慮 に関する基本 的項 目

2-1.会 話 の原 則 と丁 寧 さの原 則

周知のようにGrice1975は 会話が効率的,合 理的,協 調的に行われる場合,

次の ような協調の原則 に従 っていると考え,そ こには 「四つの公理」があげ られ

るとしている。

(1).量 の公理……… 「会話の目的を遂行するために過不足のない情報を与 えよ」

(2).質 の公理……… 「根拠のある真実 を話せ」

(3).関 連性の公理… 「関連性 のあることを話せ」

(4).様 態 の公理…… 「明瞭,簡 潔に,順 序正 しく話せ」

こうした会話の原則が必ず しも丁寧な表現 に結びつ くとは限らないことが既 に

指摘 されているが(注4),そ うした指摘 も実際 に当てはまるか どうかは言語文化 に

より異なる。

例 えば,お 金の貸 し借 りを中国人学生の友人同士が行 う場合(も ちろん親疎関

係 にもよるが),「 あなたはお金を貸す ことがで きるか/で きないか?」(「 能不能

借点銭給我?」)と いう表現で依頼 して も問題がなく,ま た尋ね られた方 も「不能」

(できない)と 答 えることができる とい う。(注5)この表現 は実に上の(1)～(4)にかな

っているといえるだろう。これに対 し,日 本語の場合 は上 と同じ状況で も同様の

言語表現では配慮 を欠 き,人 間関係 にも後味の悪 さを残す ものと思われる。これ

で は仮 にお金 を借 りることが で きたにせ よ,意 図 を遂行 した ことにはな らな

いo(注6)

「協調の原則」 に対 し,例 えば依頼の際に配慮が行 き届いているか どうか とい

う点でみてみると,日 本人は確かに丁寧でマナーが よい言語表現 をする,と い う

意見 もあるが,い ろいろな事情説明を言い連ね,な かなか主題に入 らないので不

愉快である,聞 き手の困っている様子 を必要以上 に知 らされるので断 りにくく,

む しろ聞 き手に対する 「配慮 を欠 く」 という指摘 もある。逆 に,日 本人が中国人

の話す 日本語 を聞いた場合,唐 突である,ぶ っきらぼうである,直 接 的す ぎて押

しつけが ましいなどと,こ れ もまた 「配慮 を欠 く」と指摘 されることがある。(注7)

ここにおいて,日 中で言語文化的価値観その もの ものが逆転 している可能性が

あ り,そ の違いが具体的な言語表現に現れている と予想 される。

2-2.丁 寧 さ(ポ ライ トネス)の 原理 と配慮表現

日本語では特 に会話の協調の原理を優先 させて発話 をすると問題 を生ず ること
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が多 く,そ の場合次のような丁寧さの原理 を優先 させる傾向があると指摘 されて

いる。

周知の ように,丁 寧 さ(ポ ライ トネス)の 原理やス トラテジー として,次 のよ

うなものがある。以下,紙 幅の都合 により項 目のみ提示する。

(1).Leech1983の ポライ トネスの公理

①.気 配 りの公理…相手 に対する負担を最小限に/相 手 に対する利益 を最大

限にせ よ

②.寛 大性の公理…自分 に対する利益 を最小限に/自 分 に対する負担 を最大

限にせ よ

③.是 認の公理…相手の非難を最小限に/相 手の賞賛 を最大限にせ よ

④.謙 遜の公理…自分の賞賛を最小限に/自 分の非難 を最大限にせ よ

⑤.合 意の公理…自分 と相手 との意見の相違 を最小限に/自 分 と相手 との合

意 を最大限にせ よ

⑥.共 感の公理…自分 と相手 との反感を最小限に/自 分 と相手 との共感 を最

大限にせ よ.

(2).Lakoff1975の ポライ トネス ・ルール

Lakoff1975で は,こ のうち,ド イッ人は① を,日 本人はルール② を,ア

メリカ人は③ をよく使用すると指摘 されている。

①.礼 法のルール 「相手 と距離 を保て」

②.敬 意のルール 「相手に選択 の余地 を与 えよ」(聞 き手が 目上の場合の疑

問表現等

③.親 愛のルール 「相手 に親愛の情 を示せ」(相 手 との心的距離感 を縮める)

(3).Browmn&Levinson1983の ポライ トネスのためのス トラテジー

言語行動で人が他者 とや りとりする場合,そ れ自体が相手の面子 を脅か

す可能性のある行為であるとし,そ のため次の5つ のス トラテジーを使 う

としている。① から⑤ に行 くに従いポライ トネスを増す。

①.あ か らさまにいう

②.積 極的配慮 を示す言い方 をす る

③.消 極的配慮 を示す言い方 をす る

④.言 外 にほのめかす言い方 をす る

⑤.相 手の面子を脅かす行為 をしない

(4).鈴 木睦1997の 「丁寧体世界 と普通体世界」

鈴木 は丁寧体 と普通体 の違いは単なる丁寧 さの程度の違いでな く,「丁寧体世
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界では話 し手の領域 と聞 き手の領域がはっきり区別 されてお り,丁 寧体世界で丁

寧 さを保つ には聞き手の領域 に踏み込むことを避け,聞 き手の領域に言及す る場

合 には,中 立の領域や話 し手の領域について述べる形 を使 うなどの配慮が行われ

る。それに対 して,普 通体世界では聞 き手の領域 と話 し手の領域 は重なって存在

してお り,話 し手は聞 き手 との間にはっきりした境界 をつ くらず,親 しく仲間と

して扱 うことの方を優先すると考 えられる。」 としている。 このように2つ の概

念を分 ける考え方は,鈴 木 自身は言及 していないが,上 記のポライ トネス理論の

消極的配慮 と積極的配慮の区別に近い ものである。

3.小 稿 で取 り上 げる項 目

今 回 『新編 日語』 か ら得 た配慮 に関す る不適切 な例 の 中で,特 に顕 著 に見 られ

る項 目は大 き く分 けて次 の5つ が あ る。 この(1)～ ⑤ に関連 す る2で 取 り上 げ た原

理 や ル ー ル,ス トラテ ジー等 を重 ね合 わせ て み る と,ほ ぼ次 の よ う にな る 。

こ こで注 目すべ き点は,今 回教 科 書 を通 して得 られ た 日本語 の配慮表現 の特徴

に,2-2の で と り上 げ た ル ー ルや 公 理 等 が 一部 重 な りあい なが ら,相 補 的 にあ

て は まる とい う こ とで あ る。

(1).聞 き手 の私 的領 域 へ の侵 犯 を避 け る。

…Lak・ff1975① ②(礼 法 の ル ー ル ,敬 意 の ル ー ル),Br・wn&Levinson(以

下B&L)1983③ ④ ⑤(消 極 的 配慮 の 表 現,言 外 に ほ の め か す,行 為 そ の

もの を しな い),鈴 木1997(私 的 領 域 の侵 犯)

1.聞 き手 の私 的領 域 に あ る モ ノ,コ トガ ラ(行 為 の理 由 や能 力 の有 無 等 を

含 む)に つ い て む や み に質 問 しな い 。

2.聞 き手 の私 的領 域 に あ る モ ノ,コ トガ ラ を評価 しな い 。

相 手 に対 す る非難 は最小 限 に,逆 に賞 賛 は適 宜 最 大 限 にす る。

…Leech1983③ 是 認 の公 理

3.話 し手 に決 定権 が な け れ ば,決 定 を先 回 り しな い。

あ るい は必 要 に応 じて(特 に 聞 き手 が 目上 の 場 合 は)発 話 行 為 をず らす 。

(2>.目 下 や 部外 者 に対 して も0方 的命 令 を避 け親 しさ を表 現 す る。

…Lakoff1975③ ,(親 愛 の ル ー ル),B&L②(積 極 的 配慮 の表 現)

(3).話 し手 が恩 恵 を受 け た ら授 受 動 詞 等 で表現す る。

…Leech1983① ②(気 配 りの公 理 s寛 大 性 の公 理)

(4).謝 罪 す べ き と ころ は まず 謝 罪 す る。 自分 の非難 を最大 限 にす る。

…Leech1983④(謙 遜 の公 理)
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(5).融 合 型 の 談 話構 成 を図 る。

…Leech1983⑤ ⑥(合 意 の公 理 ,共 感 の公 理)

4.具 体例 に そ って

以下,『 新 編 日語 』の 第1冊(以 下 ①),第2冊(同 ②)の 例 を示 す 。(数 字 は頁)

4-q).聞 き手 の 私 的領 域 へ の侵 犯 を避 け る。

(Lakoff1975① 礼 法 の ル ー ル,② 敬 意 の ル ー ル,B&L1983③ 消 極 的 配 慮

の表 現,④ 言外 に ほ の め かす,⑤ 行 為 そ の もの を しな い,を 参 照)

な お,こ こ に あ げ た項 目 につ い て は,普 通 体 世 界 で は配 慮 上 の 問題 が 起 こ りに

くくなる点 に注 目すべ きであ る。(鈴 木1997)

4-(1ト1、 聞 き手 の私 的領 域 に あ る モ ノ,コ トガ ラ を指 摘,質 問 し

て はい けな い。

①.聞 き手の意図を繰 り返 し細かいところまで尋ねることは不躾 な表現 となる。

教科書 とい う制約上,学 習項 目となる表現 を繰 り返すことはある程度は仕方

ないが,必 要以上に学習者 に定着 したら問題である。

・李 「牧野 さんは何 か買いたい ものがあ りますか。」牧野 「はい,あ ります。」

李 「何が買いたいんですか。」牧野 「ラジカセが買いたいんです。」李 「ステ

レオは買いた くないんですか。」牧野 「はい,ス テ レオは欲 しくあ りません。」

李 「ラジカセ を買 って何 を聞 きたいのですか。」牧野 「中国語の ラジオ講座

を聞 きたいのです。」(①233-一一234)

・李 「将来 日本へ行 きたい と思います。」牧野 「日本へ行 って何 をす るつ もり

ですか。」李 「日本の経済 を勉強す るつ もりです。」牧野 「大学院に入るつ も

りですか。」李 「はい,ぜ ひ大学院に入 りたい と思います。」牧野 「どの大学

に入るつ もりですか。」李 「どの大学に入るかはまだ決めていません。」李 「松

本 さんは家を建てた くあ りませ んか。」松本 「いいえ,マ イホームを持 ちた

い とは思いますが,と て もそんな大金がないから,分 譲住宅を買 うことにし

ました。」李 「じゃ,庭 付 きの家 を買 うつ もりですか。」松本 「いいえそんな

つ もりはあ りません。～」(②411)

なお,「 つもり」 にあたる中国語(例 「打算」)は 疑問文で用いても配慮 を欠 く

ことはないため,こ うした対応する訳語 との混同 も誤用の原因の0つ となってい

ると思われる。

次 に,聞 き手に対 して礼 を欠 くことにはならないが,話 し手の意志だけでは実
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現不可能なことまで意志の表現に収めて述べ ることは,日 本語話者の聞 き手に前

向きな人間 というよりも図々しい人間だ という印象を与えかねないので,注 意が

必要である。

・牧野 「帰国 してか ら会社 に勤め るつ もりですか。」李 「いいえ,会 社 につ と

めるつ もりはあ りません。」牧野 「それでは,将 来何 になるつ もりですか。」

李 「経済の研究者 になるつ もりです。」(①235～236)

②.日 本語では聞 き手の所有物 について事細かな質問は避ける必要がある。た

だ し,こ の場合 も,普 通体世界で話すのなら問題 はない。

・李 「動物園へ行 ったら写真 をた くさん撮 りましょう。王 さんは写真が撮れま

すか。」王 「ええ,は じめは撮 れませ んで したが,今 はなん とか撮 れるよう

にな りました。」李 「カメラは持 っていますか。」王 「ええ,持 っています。」

李 「高級 カメラですか。」王 「いいえ,た い した もの じゃあ りません。」(②

221)

③.能 力可能は基本的に私的領域に属す ると思 われる。そのため,直 接聞 き手

に能力の有無 を,特 に 「～んですか?」 な どの丁寧形で尋ねることは避 ける

方が無難である。

・沢田 「李 さんは何が好 きですか?」 李 「ギターが好 きです」沢田 「弾 けるん

ですか?」 李 「はい,弾 けます」沢田 「歌 も歌 えますか?」 李 「ええ,そ れ

ほど上手 じゃあ りませ んが,カ ラオケの曲 もよく歌い ます」(②178)

④.敬 語 を使えば十分丁寧 になるわけではない。むしろ私的領域 に踏み込 まな

いことを前提 とする丁寧語世界の場面で,私 的領域 に踏み込んだ話題 を持 ち

込んでいるという矛盾が問題なのである。そのため より不 自然 さのよ り強い

発話 となる。(鈴 木1997)

・李 「学校へは何 にお乗 りになってご出勤な さいますか?」(②290)

・李 「先生はご出勤のたびに切符 をお買いにな りますか?」(②291)

・李 「先生は遅刻 なさいませんか?」(②291)

⑤.本 来話 し手 の縄張 りにないことを断言するのは縄張 り内の人間か ら見ると,

好 ましくないようである。次は,日 本語教師であっても中国語話者である以

上,日 本独 自の情報 を断定 しているため不 自然 になる。(も っともこれは日

本人の立場で見 るから不 自然なのであって,教 室で中国人教 師が学生に説明

する分には問題ないか もしれない)

つ まり,縄 張 りとはいえこの場合相対的な ものだ と考 えられる。(→4-(1)

-3 .②)
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・日本 人がお 中元 と御歳暮 に もらい たい と思 ってい るのは商品券 が トップです

が,じ っさいにもらうのは長持 ちする食品や飲料やタオル,石 けんなどのセ

ッ トが多いです。(①312)

4-(1>-2.聞 き手 の私 的領 域 に所 属 す るモ ノ,コ トガ ラ を評 価 して

はい け ない。

(Leech1983③ 是認 の公理参照)

①.褒 める場合,基 本的には最大限に表現する。次の 「なかなか」 は最大限の

賛辞 とはな りえない点で問題である。

・橋本 「中国の方 にめず らしいだろうと思 って,日 本料理 を作 りました。お口

に合 うかどうかわか りませんが,ど うぞ,お す しをめ しあが って ください。」

李 「このおす しはなかなかいい味が しますね。」

従って,そ の褒める対象 は誰にでも簡単 に得 られるものだ と評価 しない方が よ

いo

・おす しは作 り方 も簡単 だし,お い しい し,種 類 も多いそ うですね。」橋本 「そ

うですね。(②79)

②.必 要以上に褒めるとかえって相手 を見下 した感 じとなるので,注 意が必要

である。

・李 「今 の作 り方 を見なが らメモを取 りましたが ,こ れに間違いがあるか どう

か見て くださいませ んか。」安部 「はい。すば らしいメモですね。みなさん

の模擬店 はきっと成功するで しょう。」(①340)

③.聞 き手の行為をマイナスに評価する場合,特 に対立 を望 まないなら直接的

な非難や答め立ては避ける方が よい。以下は普通体で言わないため,親 しみ

の表現 よりも相手を責める表現 とうけとめ られかねない。

・中山 「昨 日は私の誕生 日で したよ。王 さんがお知 らせ しませんで したか。」

李 「ええ,急 用がで きたため,行 くことがで きなかったんです。お誕生 日お

めでとうございます」中山 「あ りが とうござい ます。李 さんが来て くれたら

もっとよかったのに。残念で した。」(②151)

4一 ①一3.縄 張 り侵犯 話 し手 に決定権 がなけれ ば,他 者 の行為 を

決定 してはいけない。

この場合,適 宜,発 話行為の種類 を変更する必要がある。

①.誘 われた方は会話のイニシアチブをとって逆 に誘 うような発話は避ける方
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が よい。

・(李 が 映 画 に誘 っ てい る)李 「い い え,切 符 は買 っ た ん じゃあ りませ ん。友

達 か らもらったんです。」吉 田 「そ うです か。 じゃ,ど こで 待 ち合 わせ ま し

ょうか 。」 李 「あ さっての夕方六時 に大学 の正 門で待 ち合 わせ ま しょう。」吉

田 「そ う しま しょう。」

②.ア ドバ イス や慰 め等 を与 え る立 場 にない者 は指示 や勧 めの発話行 為の表現

を避 け る。 この場合,「 ～ して は ど うで し ょうか?」 な どの よ り抑 え た 表 現

に変 えれ ば適切 となる。

・(「 課 長 の な や み」 の本 文 に対 す る 「友 人」 の コメ ン ト)「 鈴 木 さん は
,と て

も ま じめ な方 だ と思 い ます 。 た しか に,課 長 の仕 事 は,た い へ ん だ ろ う と思

い ます 。 で も,人 間 は,一 人 で,何 もか もす る こ とは で きませ ん。部下 に,

仕 事 を任 せ る こ と も必 要 です 。 そ して休 みの 日には,ス ポ ー ツ を した り,散

歩 を した り,い い 音 楽 を聞 い た り して くだ さい。 その うちに リラ ックス で き

るようになります。それでも,疲 れが取れなければ,お 医者 さんに相談 して

ください。」(②188)

次 の発話 は日本人以外 の人間が言 うとしたら,日 本人か ら見れば違和感 を覚

えるものである。ただし,日 本への留学説明会などで担当者の中国人が中国人

学習者 に話すなら問題 はな くなる。これ も縄張 りが相対的な場合である。

・家の中に入ると,日 本人の意外 な一面を知ることがで きます。ですか ら,日

本人の本当の姿 を知 りたいと考 えている留学生は,ぜ ひ日本人の家に滞在 し

てみて ください。(①375)

次 の李 は上海出身者ではないが,少 な くとも外国人留学生の田中よりは 「上

海」 を縄張 りにする立場にある。従 って,田 中の発言は領域 を超 えた慰めの表

現 となる。

・李 「しか し,上 海の交通問題はますます深刻になってい くで しょう。ほんと

うに心配ですね。」田中 「悲観 しないで ください。地下鉄 さえどんどんつ く

れば交通事情 もだんだんよくなって くるで しょう」(②130)

③.会 話の場の部外者が行為のイニシアチブをとる発話行為の表現 をとっては

いけない。ただ し,「 ～ しま しょうか」等 の申 し出の表現 に変 えれば問題な

くなる。

・(教 員室で)先 生 「まだ時間があ りますか ら
,お 茶で も入れましょうか。」

李 「お茶 な らわた しがお入れいた しますか ら,先 生 はどうぞおかけ くだ さ

い 。」(②292)
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日本語の配慮表現 中国で作成された日本語教科書を参考に

4-(2).目 下や部外者 であって も特 に理 由がなければぞんざいな表現

は避 ける。

(Lakoff1975③ 親愛のル,_._..ル,B&L1983② 積極的配慮の表現参照)

①.一 般 に 「尊敬すべ き人に敬語 を使 う」 と説明 されているが,こ こには問題

がある。1つ は,敬 語 さえ使えば配慮の十分な表現になるわけではないこと

と,日 本語の場合,目 上や許可や指示 を与える立場にあるものほど,い わば

その権利 を0方 的に行使することを遠慮 し,よ り親 しみのある融合的な表現

をめ ざす傾向がある,と い うことである。

このことは逆 にい うと,目 上ほど娩曲的で配慮 の効いた,親 しみのある表現

をとることが許 されていることも意味 している。次の例 は日本語では誘いかけ

や感情表出の発話行為 に変更する方が親 しみのあるより適切な表現 となる。

・先生「日本でいちばんさかんなスポーツは何 というスポーツですか。」学生「野

球です。」先生 「はい,よ くで きました。これからもしっか り勉強 しなさいね。」

(①257)

次 の場合 も係員は許可 を与 える立場 にあるが,む しろ 「教員 と大学院生な ら

自由にお入 りいただけますが…」 などにすればより会話が円滑に進む表現 とな

る。

・学生 「すみません
,図 書館 の書庫 には自由に入ってよろ しいですか。」係 「本

学の教員 と大学院生 に限 り書庫 に入ることを許可 します。」学生 「そ うです

か。」(②248)

次 の場合は 「ボールペ ンではな くて～」 などというように,禁 止のモダリテ

ィそのものを避 ける表現 にする方が 日本語 としては適当かと思われる。

・職員 「田さん,ま ず この申込書 を書 いて ください。」 田 「はい,ボ ールペ ン

で書いてもかまいませんか。」職員 「いいえ,ボ ールペ ンを使 わないで くだ

さい。万年筆でていねいに書いて ください。」(①272)

4-(3}.授 受動詞 で受益 を明示 す る

(Leech1983① 気配 りの公理 ②寛大性の公理参照)

①.こ こではむ しろ使いすぎが問題 となる例が 目立 った。次 は話 し手が聞き手

の受益 を終始問題に し,聞 き手 はそれに応 えて受益 を明 らかに しようと躍起

になっているように見 える。質問者が このように聞 き手の受益 を問題にする
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ことは一見聞 き手に配慮 しているように見えて,実 際は聞 き手か らの受益表

現 を強要 しているように も見 える。つま り,聞 き手の受益 をあま りにも指摘

した り言わせ た りしてはいけないのである。

・李 「留学生別科の察先生 も来て くださいま したか。」 中山 「ええ,察 先生 も

来 て くだ さい ま した。」 李 「先生 は何 か くだ さい ま したか?」 ～李 「王 さん

は何 を して くれ ま したか」 中山 「王 さんはパ ーテ ィーの司会 を して くれ ま し

た。」～李 「陳 さんには何を して もらい ま したか。」 中山 「陳 さんには歌 った

りお どった りして もらい ま した。」李 「パ ーテ ィーが終 わ ってか ら誰 に先生

を送 って もらい ま したか。」 中山 「高 さん に送 って もらい ま した。」(②154)

下 の例 は普 通 体 にす れ ば友 人 同士 らし くて,自 然 な感 じに な るが,丁 寧 体 な

ので 恐 縮 して い る とい う よ りも患勲 な感 じを与 える。普通体 な らば,皮 肉 の意

味 が 生 じに く くな り親 しみの ある表現 となる。

・周 「中山 さん,お 誕 生 日お め で と う ご ざい ます 。 ～たい した もの じゃないん

ですが,お 祝 い に と思 って 。 ど うぞ」 中 山 「どうもあ りが とうござい ます。

こんな こと して くだ さらな くて もよか ったの に」(②154)

②.与 益表現の回避

Leechの 公理⑳.気 配 りの公理 と違い,相 手に対する利益 を特 に授受動詞 「～

てあげる」で表現す ると,日 本語の場合逆に恩 きせがま しい配慮 を欠いた表現 と

な りかねない。

・青木 「ところで,先 生 は授業中,と きどき冗談 を言って学生 を喜 ばせるそう

ですね。」江 「ええ,と きどき冗談 を言 って学生 を笑わせ ます。 また,と き

どきお もしろい話 をして喜 ばせてや ります。」(②270)

4-〈4).謝 罪 すべ き時 はまず謝 罪 す る

(Leech1983④ 謙遜の公理参照)

①.日 本語では自分の非難を最大限にすることが配慮,礼 儀につながる。次の

李は結局謝罪 をせず,日 本人から見れば相当に無礼 な印象 を与 える。

・(李 は山崎の留学生寮の部屋 に来ている)李 「あっすみ ません」山崎 「どう

しま した?」 李 「コップを割って しまいました」山崎 「どうしたんですか。」

李 「手が滑 って しまったんです。」山崎 「手はけが しませんで したか。」李 「大

丈夫です。 ご心配な く。」山崎 「じゃあ,一 緒 に楽 しく食事 をしま しょう。」

(●s}
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日本語の配慮表現 中国で作成された日本語教科書を参考に

4-(5).融 合 型 の会話構 成 をめ ざす

(Leech1983⑤ 合意の公理 ⑥共感の公理参照)

①.議 論で もない限 りは,な るべ く対立を避けた会話構成 に努力することが配

慮 につながる。以下はいずれ も聞 き手の私的領域(出 身地やそこに所属す る

モノ)を 非難するものであ り,私 的領域侵犯だともいえる。中国語話者の場

合,こ れが聞き手への配慮 を欠 くとは限 らないようであるが,日 本語の場合

は私的領域 に触 れる対立型の会話 は,明 らかに配慮 を欠いた表現 と受け取 ら

れる傾向がある。

・(木 村 は魯 さんという中国人 と遊 びに行 ったことを李 に話す会話文)李 「あ

そこの料理 はおい しいですか。」木村 「いいえ,あ そこの料理 はあまりおい

しくあ りません」李 「食事 のあ と,ど こかへ行 きましたか。」木村 「ええ,

公園へ行 きました。～」李 「公 園はきれいですか。」木村 「いいえ,あ ま り

きれいではあ りません。」(①114～115)

・青木 「日本料理の中で何がいちばん好 きですか。」李 「す きや きがいちばん

好 きです。」青木 「納豆 と梅干 と,ど ちらが好 きですか。」李 「どちらも好 き

じゃあ りません。」(①193)

同 じ頁 に 「苦手です」が既出。 この表現 なら問題 はないと思われる。

あからさまに本音をはっきり言って相手の好意を しりぞけることは避 ける方

が望 ましい。

・(歌 舞伎座で)小 林 「今 日はおす しをもって きたんですが,い かがで しょう

か。」李 「今ごはんを食べた ところです。後でいただ きます。～」(②432)

5.お わ り に

以下の2点 を特 に記 してお きたい。

① 近年,配 慮や敬意,ポ ライ トネスに関する研究が盛んである。今やこうし

た動 きを背景 に従来の国語,日 本語研究 と,1970年 代以降に海外で打 ち出 さ

れた概念,定 義 を再検討 し,統 合する気運が高 まって きたと言えるだろう。

今回気づいた大 きな点は,こ うした別個の研究成果が,互 いに密接 に関係 し,

かつ互いの視点 を必要 としているということである。今後 は,さ らに日本語

の言語事実 を詳細 に分析で きる方法 を探 りなが ら,よ り包括 的で統合的な日

本語の配慮表現の研究を進めたい。

②.日 本語の配慮表現 は例 えば中国語のそれと比べた場合,互 いに対照的な違
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いが認め られ,そ の背景 に文化的な相違があることが十分予想で きる。異文

化 問コミュニケーションが叫ばれる今 日,日 本語教育においてもこうした観

点の必要性はいうまで もないだろう。 しか し,だ か らこそ,す べての言語現

象 を文化的特徴に帰することは危険であることも忘れてはならない。文化的

特徴 とは,所 詮 は一定の集団に見 られる大 まかな傾 向にす ぎない。個人は様 々

な言語形式から自分 にあった ものを選択するのであって,言 語や文化が原理

的に個人や集団の特性 を表現するわけではない。この点,自 戒 をこめて記 し

てお きたい。

注

注1.「 配慮表現」 とい う用語について

円滑 なコミュニケーションのために,話 し手 は聞 き手 に様 々な心配 りをする。それを

表す言語表現に対 して,「 丁寧表現」 や 「待遇表現」 「敬意表現」,さ らに近年で は 「ポ

ライ トネス」 という用語があてられている。いずれも大枠ではほぼ共通するものを指 し

ているが,少 な くとも用語の文字通 りの意味は必ず しも同じではないため,混 乱 を生 じ

やすい。

例 えば,「 丁寧表現」 「ポライ トネス」はいずれも丁寧であろうとすることを意味 しが

ちであ り,特 に消極 的なポ ライ トネス を表すとい う印象 もある。(生 田1997)ま た,人

の行動が消極的,積 極 的ポライ トネス といった二元論で説明がつ くかどうか甚だ疑問が

ある。何よりも,日 本語で は消極的なポライ トネスは主に目下や縄張 り外の側が,積 極

的なポライ トネスは主 に目上 や縄張 り内部の側が用いる等の特徴 もあり,さ らに場や話

題 などもこれに影響 を与えるので,少 な くとも日本語 の記述 にはそのままでは有効な切

り口となりにくいと思われる。
一方
,「待遇表現」「敬意表現」はいずれも敬意を軸 とした表現を指 しているような印

象を与える。敬意が聞き手や場に対する様々な気配 りの軸にあるとするのは極論であ り,

また,そ の場 を和 ませ るためのジ ョークや親 しみの表現 も尊敬する目上に対する敬語の

表現も同じ 「敬意」から発するというのは少々乱暴である。

以上 より,小 稿 では生 田1997の 意見 を参考 に しなが ら,人 が伝達す る際に,話 し手の

立場認識 を過不足 な く打 ち出 しつつ,聞 き手 との人間関係 をも損 なうことのないよう勘

案される言語表現の総体 を 「配慮表現」と呼ぶこととした。

注2.『 標準 日本語』(全4冊)の ように日本人の手 で会話文,課 文が書かれた教科書の場

合 は,少 な くとも上の ような点で は不 自然な箇所はほとんど見当たらない。

注3.『 新編 日語』 について

『新編 日語』 は1990年 に作成が 開始 され,4年 を経 てまず4冊 の大学の 日本語専攻学

科基礎段階用テキス トとして完成された。第1,2冊 は聞 き話す ことを主 とし,読 み書

きを補 としている。各課 は前文,会 話,フ ァンクシ ョン用語,解 説,読 解文,練 習の6

項 目か ら成 る。第3,4冊 は読み,書 きをよ り重視 してお り,各 課 は本文,会 話,応 用

文,単 語,言 葉 と表現,フ ァンクション用語,練 習 とい う7項 目か ら成 る。題材は学校,

家庭,社 会以外 に,中 国の改革,開 放 の様子や 日本文化 や風俗習慣なども取 り入れてい
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る。r新 編 日語』 は中国 における教育大綱の発表 とともに作成が始まり,大 綱 を視野 に

いれた教科書作 りがなされている。題材や様々なテーマを設け,中 国や 日本の社会事情,

風俗習慣 を組み込み現場 に豊富 な言語材料 を提供 し,中 国人学習者のために説明や解釈,

中 日両語の比較 などの工夫 を してわか りやすさにつ とめてお り,広 い地域で多 くの学習

者 に使 用 され中国の日本語教育のためにそれな りの役割 を果たしている。(以 上周平

2002よ り抜粋)

注4.も ちろん,故 意 にこうした公理へ の違反が行われることもあるし,逆 にそれによっ

てある種の含意 を生じ,結 果的に意図が伝 わることも少 なくない。(Grice1983)

注5.学 生 インフォーマ ン トによる。

注6.筆 者 は中国で何度か中国人に道 を尋ねられた経験がある。その大部分の人が 「○○

賓館在梛兀?」 等 とい きな り尋ねて くるとい う印象がある。「すみません」にあたる 「対

不起」という言葉はあるが,こ れはむ しろ謝罪 を述べ る語感のようで,ホ テル等 の従業

員以外ではこうした言葉を付けるのはあまり聞かないようである。これに対 して,日 本

では 「あの う,す み ませんが/ち ょっ とお うかがい します けれ ど…」等の様々な前置 き

をボディアクションとともにまず発 し,さ らに 「この辺 は初めてなので よくわからない

んですが/迷 ったようなのですが/～ に行 きたいのですが…」 な どと発話の理由を続け

てから本題に入ることが多い。これらの言葉はいきなり聞き手の注意を話 し手に振 り向

けるのは失礼だと思うこと(発 話行為 自体が相手 にとって負担 となるという意識L&B

参照),自 分 は道 を教 えて もらいたい と言 うだけの事情や理由があること(Grice(2)(3)

参照)等 を表 している。いずれ も日本語の言語文化圏内では 「人にものを尋ねる時の礼

儀」とでもいうべ きものであるが,全 体 に冗漫で,Griceの(1),(4)に 反 している と考 え

られる。 これに対 し,先 にあげた中国語の例 は協調の原理の少なくとも(1),(4)には実 に

よ く叶っているのである。

注7.上 記の指摘 ともに,日 本人,中 国人中国語教員の談話 による。
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